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カナダの競争力のある優位性
医療機器産業

インベスト・イン・カナダ



カナダに投資している
世界的な大企業

• Abbott Point of Care

• Agfa Healthcare

• Baxter International

• Elekta AB

• GE Healthcare

• Johnson & Johnson

• Medtronic Inc.

• Philips Medical Systems

• Siemens Medical Solutions

• Smith & Nephew

• St. Jude Medical Canada Inc.

• Sorin Group

• Zimmer

カナダを代表する企業

• Axela

• Baylis Medical

• BioMedica Diagnostics Inc.

• DNA Genotek

• GeneNews Ltd.

• IMRIS

• Nordion

• Novadaq Technologies

• Pyng Medical Corp.

• Spectral Diagnostics

• SQI Diagnostics

• Ultrasonix Medical Corp.

カナダにおける最近の投資例

AGFA HEALTHCARE
ベルギーに本拠を置くAgfa Healthcareは2011年、ウォータールー大学（オ
ンタリオ州）に新施設を開設。この新施設は研究開発と医療技術の実用化を
支える役目を担っており、今後、ウォータールー地方の雇用創出をけん引し
ていくとみられている。

ELEKTA
スウェーデン企業Elekta Neuromagは2010年、ハリファックスに
Laboratory for Clinical Magnetoencephalography（MEG）を設立。MEG
技術は、脳内の電気的活動によって生じる磁場の検出と記録に用いられる非
侵襲性技術。MEGの研究施設は、カナダではこれが初めての設立であり、世
界でもこうした施設は数えるほどしかない。このラボはカナダ側のパートナー
と共同で開発され、総工費は推計で310万ドル※。

MEDTRONIC INC.
医療技術で世界をリードするMedtronic Inc.が2008年、モントリオールに本
拠を置くCryoCath Technologies Inc.を約4億ドルで買収。CryoCathは、
Medtronicの研究開発・製造の新たな重要拠点として事業を続ける。

※ 特に注記がなければ、表示額の通貨単位はすべてカナダドル。
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カナダの医療機器部門：
世界トップレベルのイノベーションを推進
カナダの医療機器産業は多様性に富み、企業数は1,000社以上、就業者数もおよそ2万6,000人に上る。基本的に中小
企業が主体の産業であるものの、2009年には輸出売上合計が26億ドルに達した。将来的な人口動態、科学・工学の発
展、医療提供ニーズの変化にともない、医療機器産業は今後、さらに成長を続けると予想されている。

医療機器産業には、循環器系関連装置、医療用画像、体外診断、歯科インプラントおよび歯科材料、家庭医療用補助
機器などに特化した革新的な技術を持つ企業が多い。カナダで開発された製品の中で、特に注目すべきものを下に示
した。

• Neovasc（バンクーバー）：難治性狭心症のためのNeovasc ReducerTMと手術用組織パッチのPeriPatchTMの開発と製造を行う。

• CryoCath Technologies（モントリオール）：循環器系疾患の低体温療法に使用するカテーテル製品を開発、現在、世界各地の500を超
える医療機関で使用されている。

• IMRIS（ウィニペグ）：世界的に有名な画像誘導治療システムのメーカーとして知られるIMRIS社が世界で唯一の高解像度可動式術中
MRIシステムを開発。

• Imaging Dynamics（カルガリー）：世界40ヵ国近くで使用されているデジタルX線画像システムを開発。

• Novadaq Technologies（トロント）：開腹手術、及び低侵襲性手術の術中に臨床解剖学的・生理学的に必要な画像を提供するSPY画像
システムを開発。

カナダは、体外診断分野でも世界をリードしている。例えば、ハリファックスに本拠を置くMedMiraが開発したフロースルー式HIV迅速
診断キットは、これまでにカナダ、米国、中国、欧州連合（EU）で認可を受けているが、このように多くの国で認可を受けたHIV診断製品、
現在のところ同社の製品以外にない。また、バンクーバーに本拠を置くResponse Biomedical Corp.は、自社の診断検査を世界各地の国
で実用化するため、3MやRoche Diagnosticsと戦略的提携を結んでいる。

カナダの医療機器部門は、バイオ技術、先端素材、マイクロエレクトロニクス、通信、ソフトウェア、インフォマティクスなどカナダの主
要産業とのつながりが強く、その恩恵を受けているだけでなく、カナダ国内の大学、研究機関や病院が進める世界トップレベルの画期的な
研究の成果も活用できるという恵まれた環境にある。
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カナダの競争力のある優位性

優位点：
報酬コストが比較的低い
カナダの都市は、例えば米国やヨーロッパの都市と比べて、研究開発部
門の幹部社員の給与コストが低い。

 多国籍企業で働く研究開発部門のトップの報酬の水準を、右の図表
に示した。研究開発部門のトップは、自社の研究開発業務全体を統
括するが、一部の国の研究部署や単一の製品ラインを対象とした大
規模な研究開発センターの研究部署を指揮する場合もある。彼らが
管理するのは、極めて専門性が高く、長期的な開発が必要とされる
製品が多い。図表の報酬額には、固定給に加え、報奨金および業績
に応じた特別手当などの追加報酬が含まれる。

優位点：
豊富な研究開発の経験と高度な訓練を受けた人材の
宝庫
カナダは、経験が豊富で高度な訓練を受けた研究開発部門の研究者の数
が多く、研究開発施設の開設や拡張を視野に入れている企業にとってメ
リットが多い。研究者の数は、モントリオールだけで3万5,000人、ト
ロントとバンクーバーで合わせて4万人に上り、カナダの三大都市は理
想的な投資先と言える。ウィニペグ、キッチナー、ハリファックスもそ
れぞれの地域での研究基盤に支えられ豊富な科学的知見、技術を持つ人
材が集積している。

 2011年時点で研究開発業務に携わる研究者の合計数（推計）を、右
の図表に示した。

出典： fDi BenchmarkおよびWorld Economic Forum、Global Competitiveness 
Report（2010/11年）

研究開発部門のトップ

出典： fDi Benchmark；The Financial Times Ltd.のfDi Intelligence
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優位点：
合理的な法的枠組み
カナダの法的枠組みは、法的紛争を合理的、かつ全関係者の満足の行
く形で解決するとの定評がある。医療機器産業関連の問題については、
連邦政府が、国際貿易や知的財産に関連したものなど国レベルの法的
問題を、州政府が健康や教育などに関連した法的問題を、それぞれ処
理する。カナダの法制度は英国のコモンローに起源を持つが、ケベッ
ク州では、個人の法的問題に対しては、民法を適用する。

 民間企業の紛争の解決における法的枠組みの効率性を評価して、
右の図表に整理した。8段階評価で、0は法的枠組みが「極めて非
効率的」、7は「極めて効率的」。

優位点：
世界トップレベルの研究開発基盤
カナダには、世界トップレベルの科学者や研究者が在籍し世界的にも
実績を認められている名門大学や最先端の研究機関がある。また、
International Development Research Centre（www.idrc.ca）、
National Research Council Canada（www.nrc-cnrc.gc.ca）、
Canadian Institutes of Health Research（www.cihr-irsc.gc.ca）な
ど国際的に有名な研究機関を通して、連邦政府はカナダ全土で研究開
発を強力に推進している。

 研究開発基盤の質を数値化して、右の図表に整理した。8段階評価
で、0は質が「非常に低い」、7は「その分野で世界トップレベル」。

出典： fDi Benchmark；World Economic Forum、Global Competitiveness 
Report（2010/11年）

法的枠組みの効率性

出典： fDi Benchmark；World Economic Forum、Global Competitiveness 
Report（2010/11年）
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ブリティッシュ・コロンビア州
ブリティッシュ・コロンビア州の中心都市バンクーバーのライフサイエンス部門は約2,700
人を雇用し、年間およそ8億ドルの売上高を上げる。同州には、医療機器を製造、販売する
企業が60社以上ある。得意分野は、心臓手術、心臓インプラント、超音波診断、超音波治療、
診断検査と、整形外科用矯正器具の設計、開発など。

ライフサイエンス産業が好調なブリティッシュ・コロンビア州では、この2、3年間で研究開
発インフラに15億ドルの資金を投入するとともに、研究開発にも巨額の投資を行ってきた。
サイモン・フレーザー大学の研究センター 4D Labsも、先端材料とナノデバイスの研究拠点
として、医療機器部門を支えている。

アルバータ州
アルバータ州の医療機器産業が特に競争力を持つ分野は、創傷ケア、個人保護用具、医療診
断機器と、医療画像技術である。医療機器関連の企業は80社以上あり、その多くがエドモン
トンとカルガリー周辺地域に集中する。

エ ド モ ン ト ン のNational Institute for Nanotechnologyや カ ル ガ リ ー のNational 
Research Council Institute for Biodiagnostics （West）など最新鋭の研究施設や世界的に
有名な研究者が集積するため、アルバータ州では充実した生物医学研究体制が整備されてい
る。また、アルバータ大学、カルガリー大学、レスブリッジ大学により構成される基礎研究
環境はイノベーションを協力に推進する基盤となっている。

マニトバ州
ウィニペグは、磁気共鳴画像（MRI）装置・技術を開発、実用化に携わる企業の集積するクラ
スターであり、また、教育・研究機関向け、小売向けに医療用補助機器を製造する企業も多
く拠点を置く。

MRI関連の最先端研究、また非侵襲性手術技術の研究開発を支えるのは、ウィニペグの
National Research Council Institute for Biodiagnosticsで、カナダで最も進んだ、核
磁気共鳴技術とMRI技術の研究・開発施設である。ほかにSt. Boniface General Hospital 
Research Centreでもこの分野の研究を進めている。

マニトバ大学のHealth Sciences CentreとCentre for Commercialization of Biomedical 
Technologyをはじめとする数多くの機関が、医療技術の開発と実用化に取り組んでいる。
主な企業は、完全に統合された術中画像システムの供給で世界をリードするIMRIS Inc.や、
病院向けの自動ソリューションを設計、開発するIntelligent Hospital Systems Inc.などが
ある。

カナダの医療機器産業：概要
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インベスト・イン・カナダ \医療機器産業 \ 2011

オンタリオ州
オンタリオ州の医療機器・補助機器産業は、主にオタワとトロントに集中しており、
Abbott Point of Care、Agfa、GE Healthcareなど多国籍企業の子会社が多い。特に事業
展開が盛んな分野は、医療画像、ロボット工学、Eヘルスなどである。

24のカレッジと20の大学を擁するオンタリオ州からは毎年、数学、工学、科学を専攻する
卒業生2万9,000人を輩出することから、医療機器産業も、高度な技術を持つ人材へのアク
セスが容易である。オンタリオ州には、カナダ最大の科学研究拠点へのゲートウェイの役
目を果たす、トロントのMaRs Centreや、主要な研究病院、トロント大学、20を超える同
大学の関連研究開発機関など、国際的にその名を知られる研究所も多い。さらにオンタリ
オ州では、Neurochip Consortiumという大学の研究者と製薬企業が参加して国際的なコ
ンソーシアムを立ち上げ、医薬品が神経回路網の活動にどのような効果を及ぼすかを調べ
る試験のため、信頼性が高く、確実に有効な結果を得る体制を整え、活動を展開している。

ケベック州
ケベック州のモントリオールには、医療技術部門で350以上の企業が事業拠点をおいてい
る。とくに盛んな事業が行われている分野は、放射線学、心臓病学、整形外科学、腫瘍学、
産科学、臨床判断支援、歯科学、遠隔手術などその範囲はかなり多岐にわたる。モントリオー
ルの医療機器部門には、ケベック州のオプティックス／フォトニックス部門と、National 
Research Council of Canada Industrial Materials Instituteをはじめとする研究機関の
専門知識や革新的な技術を活用できるというメリットがある。

モントリオールは、Noveko International、Zimmer、Resonant Medical（Elektaが
2010年5月に買収）など革新的な企業や、Medtronicなど世界をリードする企業からも拠点
として選ばれている。また、モントリオール大学病院センターとマギル大学ヘルスセンター
の2つの病院センターが新設される予定で、ライフサイエンス研究と医療関連産業は今後さ
らに充実するとみられている。

ノバスコシア州
ノバスコシア州の中心都市ハリファクスでは、バイオクラスターの拡充のために毎年1億
ドル以上の研究費が費やされており、先駆的かつ収益性の高いライフサイエンス関連製
品の生産力を急速に強化している。女性の健康に的を絞った革新的医療技術を開発する
EastMedなどの医療機器メーカーも、ライフサイエンスの研究に携わる大学、コミュニ
ティーカレッジ、病院、国の研究所からなる一大研究コミュニティーを持つハリファック
スを拠点として選んだ。また、ハリファクスのBrain Repair Centreは、脳神経科学の研
究施設であり、世界トップクラスの研究者や医師が100人以上のネットワークを構築して、
学際的なアプローチで脳についての研究を行っている。
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カナダの競争力のある優位性

優位点：
低い社会保障負担金
カナダの労働者には、非常に充実した社会保障制度が整備されているが、
雇用側にとってそれが大きな費用負担になるわけではない。カナダでは、
雇用側が支払う社会保障の負担金は概ね、米国やヨーロッパの一部諸国
に比べて少ない。

 右のグラフは、従業員の社会保障に対する雇用側負担金を従業員給
与に対する割合（パーセント）で示したものである。

出典： fDi Benchmark；World Economic Forum、Global Competitiveness 
Report（2010/11年）

労使関係優位点：
良好な労使関係
カナダでは、カナダ労働法に謳われている原則に則り、労使が対立より
も協力を好む。「良好な労使関係の構築が、発展という果実の正当な分け
前を確実に全国民に配分するうえで、カナダの最善の利益になるとみな
す」労働法が、連邦政府、州政府、準州政府が進める労使プログラムの
指針となっている。全体的に見て、カナダの労使関係は、英国や米国の
それと同程度か、幾分良好と言える。

 労使間の協力度を、右の図表に整理した。8段階評価で、0は関係
が「概ね対立的」、7は関係が「概ね協力的」。

出典： fDi Benchmark；Deloitte International、Tax and Business Guide
（2009年10月）；Watson Wyatt、Global 50 Remuneration Planning Report 
2009/10；PricewaterhouseCoopers Global Tax Summaries（2009年10月）；
Towers Watson およびToolKit （2010年8月）に基づくfDi Intelligence、ISSA
（2010年8月）に基づくfDi Intelligence
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優位点：
世界トップレベルのインフラ
カナダは、近代的かつ世界トップレベルの公共インフラを誇り、これ
が都市やコミュニティーの経済成長を支えている。カナダの道路、橋、
鉄道、港湾、空港は便利な場所にあり、堅牢な造りで、よく整備され
ていて、保安面の心配もまったくない。

 輸送・交通、電話通信、エネルギーなど、インフラの全体的な質
を数値化して、右の図表に示した。8段階評価で、0が「未整備」、
7が「よく整備されている」。

出典： fDi Benchmark；World Economic Forum、Global Competitiveness 
Report（2010/11年）

インフラの全体的な質
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手頃なコストで高いクオリティ・オブ・ライフ
カナダの都市に住めば、手頃なコストで高いクオリティ・オブ・ライフを実現できる。エドモントン、ウィニペグ、トロント、キッチナー、モントリオール、
ハリファックスは、例えばロサンゼルスと比べて、生活費が安いうえに、クオリティ・オブ・ライフが高い。Economist Intelligence Unitは2011年、
世界で一番住みやすい街の調査で、バンクーバーを第1位にランクした。この調査では、トロントとカルガリーも上位10位以内に入っている。

 クオリティ・オブ・ライフの要素を評価して、下の図表に整理した。

出典： fDi Benchmark；The Financial Times Ltd.のデータに基づく
fDi Intelligence

生活費指数

出典： fDi Benchmark；The Financial Times Ltd.のデータに基づく
fDi Intelligence

クオリティ・オブ・ライフ指数

 住宅費を含めた様々な生活費を評価して、下の図表に整理した。

カナダの競争力のある優位性
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インベスト・イン・カナダ \医療機器産業 \ 2011

医療機器製造工場

コスト要因 使用量（面積）

プロパティ 平方メートル

総専有面積（都市部の賃貸事務所） 1,200 m2

総専有面積（賃貸工場） 62,150 m2

光熱

電気 38,400,100kWh

産業ガス 54,480 m³

従業員の種別 人数

物流・購買部門

倉庫と物流の作業員 4

製造部門

製造部門のトップ 1

生産マネージャー 1

作業員（高度熟練） 10

作業員（熟練） 35

作業員（非熟練） 70

品質管理マネージャー 2

品質管理専門家 8

研究開発／エンジニアリング部門

エンジニア 15

管理部門

秘書 4

合計 150

投資先のベンチマーク

これまでに紹介してきた表やグラフは、The Financial Times Ltd.が提供するサービスであるfDi Benchmarkを用いて作成されたものである
（www.fdibenchmark.com）。このfDi Benchmarkは検索ツールで、業界承認のデータベースと立地評価に基づき、特定の分野および投資プロジェク
トについて、世界中の国や州／地方、都市の魅力を評価する。

 医療機器メーカーのクラスターがある場所として、今回のベンチマークの対象としたカナダ国内外の都市：バンガロール、ボストン、
ケンブリッジ（英国）、シカゴ、エドモントン、ゴールウェイ、ハリファックス、インディアナポリス、キッチナー、ロサンゼルス、リヨン、
メキシコシティー、ミネアポリス／セント・ポール、モントリオール、ミュンヘン、上海、シンガポール、トロント、バンクーバー、ウィニペグ

 下に示した企業プロフィールは、従業員150人規模、従業員のほとんどが現場（工業地帯）で働き、都市部にある事務所に常駐する社員は少ない医
療機器製造工場を想定している。

ウェイト付けを行うモデルの概要 ウェイト

労働力の供給力と質 35%

産業のクラスターの存在 35%

一般的なビジネス環境 15%

インフラとアクセスのしやすさ 10%

生活環境 5%

クオリティモデルの各特性／適用ウェイト

5

10

15

35

35



インベスト・イン・カナダ
ビジネスは私達にお任せください

カナダの競争力のある優位性
カナダが誇る数々のメリットと比類なきポテンシャル：企業が世界規模で
優れた実績を上げることのできる場所

高学歴労働力
カナダは、高等教育達成度が経済協力開発機構（OECD）加盟国のなかで2番目に高い。
（出典：IMD、World Competitiveness Yearbook 2010）

ビジネスをしやすい環境 
Economist Intelligence Unitが、今後5年間のビジネス拠点として、カナダをG7諸国のなかで1位
にランク。（出典：Economist Intelligence Unit、Business Environment Ranking、2011年3月）

堅調な経済
2009年第3四半期から、カナダの経済は6四半期連続で伸びを示し、世界的な経済危機で落ち込んだ
雇用と生産が完全に回復。（出典：カナダ財務省、Budget 2011）

金融の安定
過去3年間にわたり、カナダは世界で最も健全な銀行システムを持つ国であるとWorld Economic 
Forumが評価。

低い税率
カナダは、G7諸国のなかで新規事業への投資に課せられる税全体の税率が格段に低く、また法人税
の税率もG7諸国のなかで最も低い。（出典：カナダ財務省、2010年）

科学研究および実験的開発
カナダには「科学研究および実験的開発（SR & ED）プログラム」という非常に手厚い租税優遇措置が
あり、研究開発主導の諸部門のコストがG7諸国のなかで最も低い。
（出典：KPMG、 Competitive Alternatives 2010；OECD）

NAFTA
カナダが北米自由貿易協定（NAFTA）の加盟国であるため、大陸全体のGDPが16兆3,000億米ドルを
超える北米の、4億4,800万人強に上る消費者に投資家はアクセスすることが可能。
（出典：World Bank、World Development Indicators Database、2010年）

暮らしやすく、働きやすい場所
世界トップレベルの大学、世界的に高い評価を受けている医療制度、清潔で、誰にでも親切な街、美
しい景色。これらが、カナダに投資し、働き、暮らし、子育てをするのに最適な国にしている。
（出典：国連開発計画、Human Development Report 2010；Economist Intelligence Unit、
Global Liveability Report 2010）

お問い合わせの際は下記までご連絡下さい。
在日カナダ大使館 商務部
〒107-8503 東京都港区赤坂 7-3-38
電話：03-5412-6200　ファックス：03-5412-6254
Email：jpn.commerce@international.gc.ca
URL：www.investincanada.gc.ca
カタログ番号 FR5-38/10-2011J-PDF
ISBN 978-0-662-03527-5
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